
令和４年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【余土中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１学年：「わが町、余土を知る」～余土めぐり～＞ 

 「わが町、余土を知る」のテーマのもと、「歴史」 

「自然」「人物」「文化遺産」「産業」の分野について 

地域の調査を行った。具体的には、森盲天外について 

のラジオドラマの視聴、書籍やインターネットを用いての調べ 

学習、実際に地域を探索する「余土めぐり」を行い、それぞれ 

の課題についての成果を新聞にまとめた。 

 地域の名所・旧跡の探索や、人々とのふれ合いを通して、地 

域のすばらしさを知るとともに、より親しみを持つことができ 

た。また、班活動を行うことにより、お互いに認め高め合い、 

尊重し合う態度が身に付いた。「わが町、余土」から課題を見 

いだし、その解決策を考えたり、調査して得た情報をもとに、 

まとめたりする力を身に付けた。 

 

＜第２学年：「職場で学ぼう。（職場体験学習）」＞ 

 ２年生が、11月に２日間の職場体験学習に取り組 

んだ。校区内外の 53か所の事業所等に受け入れてい 

ただき、製造業や接客業、教育、消防署、裁判所等 

で様々な体験学習を行った。事前に事業所の業務内 

容を調べ、事前訪問をして計画を立てるなどの準備を行った。 

実際の体験活動を通して、自動車販売店では、環境に配慮した 

エコカーの取組、また、スーパーマーケットでは、食品ロスを 

減らすための取組についても学ぶ機会を得た。さらに、海洋資 

源研究所では、資源の保護へ向けての取組について学ぶなど、 

身近な自然環境について考えるきっかけになった。体験学習実 

施後に、学んだことを整理・分析し、職場体験新聞にまとめた。 

今後の学習においても環境保全の大切さを深く考えながら、 

私たちができることを実行し、持続可能な社会づくりに参加し 

ていきたい。 

  

 

   

   

 


